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天
皇
陛
下
御
即
位
三
〇
年
・
国
宝
指

定
一
〇
周
年
奉
祝　

青
井
阿
蘇
神
社
例

大
祭
「
お
く
ん
ち
祭
」
が
今
年
も
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
祭
り
か
ら
奉

賛
会
長
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な
り
、
例

年
以
上
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が

ら
の
ご
奉
仕
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
準
備
は
八
月
末
か
ら
始
ま

り
十
月
三
日
の
第
一
祭
か
ら
八
日
の
献

幣
式
、
球
磨
神
楽
奉
納
、
メ
イ
ン
の
九
日

の
神
幸
式
と
進
ん
で
い
く
の
で
す
が
、
今

回
、
改
め
て
感
じ
た
こ
と
は
ご
奉
仕
し
て

頂
く
方
の
平
均
年
齢
が
日
に
日
に
下
が

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。準
備
期

間
は
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
を
中
心
に
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
進
め
て

来
て
、
メ
イ
ン
の
九
日
は
乳
幼
児
か
ら
小

中
高
生
、
各
種
団
体
の
若
手
の
姿
が
大
変

目
立
っ
た
祭
と
な
り
ま
し
た
。ま
さ
に

「
保
守
と
進
取
」
と
は
こ
の
よ
う
な
形
で

創
ら
れ
て
い
く
の
だ
と
実
感
し
、
改
め
て

人
吉
球
磨
地
域
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と

を
誇
り
に
感
じ
ま
し
た
。

青井阿蘇神社 福川宮司が、ある冊子に寄稿した

記事が目に留まりました。「古事記の冒頭には

『稽古照今』（けいこしょうこん）と書かれていま

す。いにしえを考えて今を照らすということです。

本質を変えてはいけない。陰と陽、古いものと新

しいものは相反するのではなく、調和することで

何かを生み出せるのです」。同氏はさらに「普遍

的なものや心をつないでいくことを神社として大

事にしたい」とも。今年のおくんち祭りは平日に

も関わらず多くの若者が継承部として参加しベテ

ランに混じって汗を流していました。新旧が調和

し心をつないでいく、これこそがこの地域の魅力

なのかもしれません。＜K.T＞

国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
ま
で
あ
と
一
年
！

7月20日／上永野町薬師堂夏祭り

9月22日／
ＹouTuber京本和也氏と講演会

9月3日／
家庭教育法・青少年法研修会　講師

9月29日／
金子恭之　衆議院議員を励ます会

9月5日／
大畑駅ループ　プレオープン記念式典

9月17日／敬老会への参加（下青井町）10月9日／おくんち祭り

8月4日／
ゆうれい祭り（学生インターンと）

〜
県
民
全
体
で
、く
ま
も
と
の
魅
力
を
世
界
へ
〜

（
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ・女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
）

れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
へ
の
ア

ク
セ
ス
改
善
に
つ
い
て
、
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
の
導
入
を
見
据
え
、
現
在
の
調

査
・
検
討
の
状
況
や
今
後
の
見
通
し
な

ど
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、
執
行
部
か
ら
取

組
み
へ
の
決
意
や
新
た
な
交
通
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
関
す
る
検
討
状
況
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
県
民
へ
の
イ
ン
パ

ク
ト
も
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

一
日
も
早
い
熊
本
の
再
生
に
向
け
て
、

県
議
会
と
し
て
は
、
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
県

政
の
発
展
の
た
め
、
引
き
続
き
、
蒲
島
知

事
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
等
と
し
っ

か
り
連
携
し
、「
チ
ー
ム
熊
本
」と
し
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、九
月
定
例
会
の
ご
報
告
で
す
。

今
回
の
定
例
会
に
お
い
て
は
、「
熊
本
地

震
へ
の
対
応
分
」
を
は
じ
め
と
し
た
総
額

九
九
億
四
九
〇
〇
万
円
の
一
般
会
計
補

正
予
算
や
条
例
等
の
議
案
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
決
算
の
認

定
等
議
案
を
除
く
、
四
六
件
が
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
代
表
質
問
や
一
般
質
問
で
は
熊

本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関
し
て
、

生
活
再
建
、
グ
ル
ー
プ
補
助
金
、
震
災
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
や
空
港
周
辺
地
域
に
お
け

る
創
造
的
復
興
な
ど
、
現
状
や
問
題
点
を

踏
ま
え
、
今
後
の
県
の
取
組
み
な
ど
に
つ

い
て
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
開
催
ま
で
一
年
余
り
と
な
っ

た
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
、
２
０
１
９
女
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
）
の
成

功
に
向
け
た
取
組
み
や
、
阿
蘇
く
ま
も
と

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
な
ど
、
県
政
の

様
々
な
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
県
内
各
地

域
の
現
状
や
課
題
な
ど
も
取
り
上
げ
ら



タイ（バンコク）・マレーシア（クアラルンプール）視察レポート 3月26日〜3月31日7月1日〜7月8日イギリス・フランス 視察レポート

　日本とタイの関係は、経済や観光、様々な面において非常に緊密です。平成

28年1月以来、2回目の訪問でしたが、タイ経済が順調に推移していました。し

かし、熟練技能者や熟練技術者などが不足しており、今後タイにおいては人材

育成が必要とされています。安倍首相が2015年11月ＡＳＥＡＮビジネス投資サ

ミットにて「産業人材育成協力イニシアチブ」を発表したこともあり、今後日本

国としては日タイの教育機関や産業界、そして、研究機関・研究者とともに行

う支援でこのイニシアチブを進めていくことが大切であると感じました。

在バンコク日本大使館を訪問しました。

　地域の小さい子どもから75歳の

高齢者までが所属するラグビーク

ラブが約３００あり、学校、地域で

盛り上げる仕組みができており、

ここでは改めてラグビー先進国に

おけるラグビー文化が存在するこ

とを再認識しました。

ウェールズラグビー協会を訪問し
意見交換及び世界レベルのスタジアム
プリンシパリティスタジアムを視察

　1987年設立、２つの工場があり、1508人の従業員、日本人は6人駐在されていまし

た。タイ人は給与重視、少しでも高いところに転職する傾向にあるようで、日本への

研修や留学を進めるのも企業側としては慎重にならざるを得ません。従業員募集

も厳しい状況にあるとのことでした。但し、四輪、二輪を中心に会社がタイには集

積しており、経済環境は整っているので全体的には好調を維持しておられました。

ＭＵＳＡＳＨＩ ＡＵＴＯにて
増尾一幸社長・井上秀樹ディレクターを訪問しました。

　スポーツ省では、県全体の特徴などをアピールしながらできるだけ多

くの方々に訪問してほしいとプレゼンしたところ、イベントで来るお客様

にはまずは大会に関する情報提供（競技場アクセス、時間、各国のチー

ムの練習会場等）をすることが大事との指摘を受けました。日本の情

報はオリンピック組織委員会のHPから得ているようで、このHPを起点

に熊本県からの情報提供手段を検討する必要があり、ハンドボール愛

好者や会員にしっかりと情報提供することが大事だと感じました。

　一言で言えば「ターゲットを絞って戦略的

に取り組む」この言葉を念頭に置きながらも

う一度戦略を練り直す必要性を痛感する視

察となりました。少なくともイギリス・フラン

スからの誘客はラグビーとハンドボールでは

はっきりと分けて考えるべきで、特にハンドボ

ールで多くのサポーター、観客が訪れるとは

考えにくいと感じました。

オクシタニ地域圏スポーツ省
モンペリエハンドボールチーム訪問

　フランスから来日するためには、それなりにお金がかかりますが、意見交換

の中で特徴的なものや、神秘的な場所が好まれるという事が分かりました。

この様な事を踏まえて、我々がもう一度考えなければいけないことは、誰に来

て欲しいか、お金がかかることをどう乗り越えるのか、競技を見にきて欲しいの

か、観光に来て欲しいのか、情報収集分析が必要だと感じました。

在フランス大使館・クレアパリ事務所・
JNTOパリ事務所訪問及び在パリ熊本関係者意見交換

　2017年11月より、マレーシアのハラル方式を取り

入れた日本産牛肉輸出施設で屠畜された日本産牛

肉の輸出が可能となりました。現在、マレーシア政

府より承認されゼンカイミート㈱（熊本県錦町）、

㈱にし阿波ビーフ（徳島県）が輸出しています。ゼ

ンカイミートはＡＡＨ日本というマレーシアの輸入

業者を使っています。

量を増やして輸送コストを下げることができるか、

ブッチャーのカッティング技術向上など、現状とし

て様々な課題は残りますが、今後、ゼンカイミート

と県や人吉市や錦町とも協力しながらプロモーシ

ョン、人吉市への加工施設建設の可能性等を検討

することも必要であると感じました。

AAH 社長説明と現地視察

JETROクアラルンプール
梶田朗事務所長・重松氏を訪問

木村一等書記官・阿部三等書記官
プリンシパリティススタジアムは
収容７４,５００人
ヨーロッパ最大のスタジアム

プリンシパリティススタジアムは
収容７４,５００人
ヨーロッパ最大のスタジアム

　海外からタイへの投資は日本が36.2％とダントツに多く、ＡＳＥＡＮの中で日本から

の輸出・輸入、そして観光客もタイが１番多いですし、2017年5月時点で日系企業も

5,444社（3年前に比べ877社増）活躍しています。製造業に加え、近年は理美容業等、

コンサルタント、人材派遣業等、日系企業へのサービスを提供する企業が増加してお

り、タイにおける産業人材育成の必要性を実感しました。日タイ産業人材育成協力イニ

シアチブについても、今後の取組が上手くいくことに大いに期待したいと思います。

ＪＥＴＲＯ 小篠春彦バンコク事務局次長
ＪＩＣＡ 三宅次長・三好、酒井企画調査員 現状説明と意見交換会

　イギリスからの日本訪問の第一義はラグビー観

戦ということを忘れてはいけません。

その上で試合がない日の過ごし方への情報提供を

行う必要があり、他の試合が観戦できる環境、ファ

ンゾーン、ホテル、パブ等。それに加え、日本らしいも

の、伝統的なものとの組み合わせを検討すべきこと

に気づかされました。また、SNS等を駆使した情報

提供を早急に検討する必要があると感じました。

England Rugby Travel・クレアロンドン事務所
JNTOロンドン事務所訪問 及び
在ロンドン熊本関係者意見交換会

　マレーシア国際空港での民営化状況の取組は国内にある29空港が管

理されており、空港内にショッピングモールが同居しているようなイメージ

です。空港利用者だけではなく一般人がショッピングや食事に訪れる空間

づくりが印象的でした。空港から首都クアラルンプールまでは車で約1時

間、鉄軌道を利用すれば約30分で移動できます。熊本空港の場合でも商

業スペースをいかに設けるか、アクセス状況を改善できるのか、大きな課題

であることを再認識するとともに、旅行に関する情報源としてSNS・ブログ

・ネット・TV旅行番組などを活用する重要性を改めて感じました。

マレーシア空港株式会社社長から現状説明後、意見交換会


